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１．安全衛生確保、業務の範囲に関する留意点 

 
 災害時のボランティア活動に対して、安全衛生確保、業務の範囲に関する留意点は、
時系列から以下のような整理を試みた。 
 

 
 

 

 
 
（１）ボランティア募集 

 
（２）ニーズの受付 

 
（３）受付時の確認 
①活動のレクチャー 
②健康状態の確認  
③けが、体調不良時の対応 
④保険の加入手続き 

 
（４）活動時の注意点 
①巡回活動 
②活動時の注意点 
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２．安全衛生確保・業務に関する対応方法 

（１）ボランティア募集 

 
 チラシや WEBサイトによるボランティアの募集時点で、ボランティアの心構え、準
備しなければならない装備、現地の状況などを伝えているケースがみられる。 
 
■新潟県災害救援ボランティア本部ＨＰより抜粋（地震災害・氷雪災害を想定） 
作成主体：新潟県災害救援ボランティア本部、平成 16年 11月・平成 17年 1月作成 

 

 
■【重要】過敏性肺炎に注意しましょう(04.11.15 16:10) 

新潟県・新潟県医師会から家屋の復旧・撤去作業をする方・ボランティアの方に過敏性肺炎に

対する警告が発表されています。ボランティアに行く方は以下を読み注意して作業するように

してください。 

 
１．過敏性肺炎とは 

・カビなどの粉塵(ほこり)の吸入によって起こります。症状は悪寒・発熱・全身倦怠感、筋肉痛、

咳、痰、呼吸困難など、かぜ様症状が現れます。 

 
２．注意することは 

カビが生えているような環境での作業、後片付けなどで、ほこりが舞うような作業を行う場合

は、以下の事項に注意してください。 

 １．マスクを着用し、作業をしてください。 

 ２．十分に換気をしながら作業をしてください。特に密閉された空間での作業は適宜外へ出

るなどしてください。 

 ３．作業終了後 4～6時間後に上記症状があらわれた場合は、速やかに医療機関に受診してく

ださい。 

 ４．アレルギー体質などの方は、無理しない範囲で作業を行いましょう。 

   また体力が落ちている時・疲労時は作業を行わないようにしましょう。 

 
■【重要】除雪ボランティアをする際はヘルメットの着用を(05.01.14) 

中越地方での連日の大雪により、雪かきや雪下ろしなど、除雪ボランティアをすることが多く

なってきております。 

屋根に上って雪下ろしをする際は、落下の危険があります。また、軒下などでの除雪作業に

おいても、屋根の上の雪が落ちてくる可能性があり、雨が降って雪が重たくなっているため、

特に危険な状態となっています。 

除雪は危険を伴う作業です。新潟県内の方々は、雪かきや雪下ろしをする際には必ずヘルメ

ットを着用する習慣があります。除雪に出かけられるボランティアの方は、必ずヘルメットを

着用するようにしてください。 

http://www.nponiigata.jp/jishin/archives/cat_10ueeoeeaeeie.html
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（２）ニーズの受付 

 
ボランティアの派遣依頼で、危険な仕事・重労働の判断について、具体例と危険・過
酷を察知する電話対応の問いかけについて明記しているマニュアルもある。 

 
■参考例：岩手県災害ボランティア活動マニュアルより抜粋（大規模災害を想定） 
作成主体：岩手県、平成 12年３月作成 

 
 
 
 



 4 
 

（３）受付時の確認 

 
① 活動のレクチャー 
 過去の災害では、活動のレクチャーを行うときに、安全衛生確保・健康管理のために
以下のようなことを徹底している。 
 

 
 

■参考例：ボランティアによる除灰作業マニュアル Ver2より抜粋（火山災害を想定） 
作成主体：洙田靖夫氏（日本予防医学リスクマネジメント学会・評議員）、平成 12年 8月作成 

 

・昨年７月の福井水害：「『１時間に最低 15分は休んでください』ということを徹底した。」
「32℃だったら寝不足や病気で体の弱っている人は活動中止 35℃になったら全員活動中
止にした」（「豪雨ボランティア懇談会」（16年 9月 18 日、内閣府主催。詳細は内閣府防災Ｈ

Ｐを参照 http://www.bousai.go.jp/vol/040918/）より。） 
 

・昨年７月新潟県豪雨水害時、三条市災害ボランティアセンターでは、休憩を入れる時間、

水分補給の方法（塩とミネラルウォーターと一緒に摂取する）ことを受付時に徹底した。

（三条市災害ボランティアセンターより聞き取り調査） 

 
オリエンテーションの実施内容 
 
2.7.3. 安全管理の徹底 
 無理な作業をしない、がんばりすぎないこと。滑りやすいため、転倒や転落に注意

する。事故の防止を作業効率より優先。不潔な環境のため、ケガをした場合は破傷風
などに感染する危険があるので医師による治療は必須となる。事故などがあれば、直
ちに救護所や診療所、病院などに搬送する。 
 
2.7.4. 作業時の服装・装具などのチェック 

 ケガ防止のため、暑くても長袖、長ズボンの厳守。転倒・転落する恐れのある場所
での作業では、ヘルメット着用を義務付ける。手袋は、少なくとも軍手、耐油性のゴ
ム手袋があれば望ましい。靴は、運動靴→長靴（そこに鉄板が入ったもの、滑り止め
のもの）や長めの地下足袋→安全靴の右に行くほど望ましい。 
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② 健康状態の確認  
 受付時に健康状態を確認することと、体調が悪化したときの対応のために、「健康チ
ェックカード」を求めているマニュアルがある。 
 
■参考例：ボランティアによる除灰作業マニュアル Ver2より抜粋（火山災害を想定） 
作成主体：洙田靖夫氏（日本予防医学リスクマネジメント学会・評議員）、平成 12年 8月作成 
 

健康チェックカード 

氏名  

住所  

電話番号  

緊急時連絡先  

年齢  

ふだんの血圧 / 

心臓病  ある   ・   ない 

治っていないケガ ある   ・   ない 

その他の病気 ある（             ）・ない 

血液型  Ａ ・ Ｂ ・ ＡＢ ・ Ｏ 

・除灰作業の重労働に従事される方の健康状態のチェックにご利用いただけます。 

・高血圧の方、心臓病の方、その他病気の方々は、重労働の作業をお断りすることもございますが、なにとぞご

了承下さいませ。 

・治っていないケガがある場合は、泥水に傷口が触れて化膿するなどの可能性がありますので、医師、看護

婦、保健婦に相談してください。重労働の作業をお断りすることもございますが、なにとぞご了承下さいませ。こ

の場合、軽作業をお願いすることがあります。 

・作業を行う際、自分の周りの方がぐったりしていたり、へたりこんでいたりしていないか、お互いに注意しましょう。 

・健康チェックで異常がない方でも、作業中、身体の不調がございましたら、直ちに作業を中止し、周りの者に

声をかけて下さい。 
・何か、異常やトラブルなどがありましたら、直ちに作業チームのリーダーに報告してください。 
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③ けが、体調不良時の対応 
 既存のマニュアルの中には、「専門機関連絡先」として、医療関係の市役所の連絡先
を明記しているものが見られる。この連絡先を通じて、地域の病院や救急車などの緊急
の連絡先に関する情報を収集することが可能となる。 
  
 
■災害ボランティアコーディネーターハンドブックより抜粋（地震災害を想定） 
 作成主体：横浜災害ボランティアネットワーク、平成 12年９月作成 
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④ 保険の加入手続き 
 
 災害ボランティアセンターの運営マニュアルでは、ボランティア保険の内容を紹介し
たものがいくつか見られた。ただし、「平成１６年度防災とボランティアのつどい（16

年 12月 4日、内閣府主催。詳細は内閣府防災ＨＰを参照 http://www.bousai.go.jp/vol/tsudoi/）」では、
「ボランティア保険だけではカバーできない失敗や事故などが多い」とのコメントもあ
る。 
 
 
■災害ボランティアコーディネーターハンドブックより抜粋（地震災害を想定） 
 作成主体：横浜災害ボランティアネットワーク、平成 12年９月作成 
 

 



 8 
 

■社会福祉協議会による災害時のボランティア活動支援マニュアル作成に関する指針より抜粋 
（大規模災害を想定）、作成主体：島根県社会福祉協議会・島根県ボランティア活動振興センタ

ー、平成 14年３月作成 
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（４）活動時の注意点 

 
①巡回活動 
ボランティア活動の安全・健康管理のために、災害現場・ボランティア派遣先の巡回
方法を明記しているマニュアルがある。 
 

■社会福祉協議会による災害時のボランティア活動支援マニュアル作成に関する指針より抜粋 
（大規模災害を想定）、作成主体：島根県社会福祉協議会・島根県ボランティア活動振興センタ

ー、平成 14年３月作成 
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②活動時の注意点 
災害ボランティアセンターの運営マニュアルでは、「活動基準の例」として安全衛生
確保・健康管理に配慮する例が見られる。 

 
■社会福祉協議会による災害時のボランティア活動支援マニュアル作成に関する指針より抜粋 
（大規模災害を想定）、作成主体：島根県社会福祉協議会・島根県ボランティア活動振興センタ

ー、平成 14年３月作成 
 

 


